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人
と
環
境
に
優
し
い
木
材
の
特

性
や
、
地
域
の
林
業
・
木
材
産
業
の

活
性
化
、
森
林
の
多
面
的
機
能
の
発

揮
に
も
貢
献
す
る
木
材
利
用
の
意

義
に
つ
い
て
、
国
民
の
理
解
を
高
め

る
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

林
野
庁
で
は
、
国
産
材
利
用
の

意
義
を
広
め
、
需
要
拡
大
に
つ
な

げ
て
い
く
た
め
の
国
民
運
動
と
し

て
「
木
づ
か
い
運
動
」
に
取
り
組
ん

で
お
り
、
平
成
一
七
年
度
か
ら
毎
年

一
〇
月
を
「
木
づ
か
い
推
進
月
間
」

と
し
て
集
中
的
な
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

平
成
二
一
年
度
に
お
い
て
も
、
地

域
材
の
生
産
・
加
工
・
流
通
に
関

わ
る
事
業
者
は
も
と
よ
り
、
関
係
省

庁
、
地
方
公
共
団
体
や
関
連
す
る
団

体
・
企
業
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
も
含
め
た
幅

広
い
人
々
の
参
加
の
下
に
、
地
域
材

の
利
用
の
意
義
に
関
す
る
知
識
の

普
及
及
び
情
報
の
提
供
に
必
要
な

取
組
を
全
国
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

四
国
森
林
管
理
局
に
お
い
て
も
、

月
間
中
の
取
組
と
し
て
「
木
づ
か
い

推
進
月
間
・
木
の
良
さ
Ｐ
Ｒ
展
」
を

森
林
組
合
や
企
業
、
個
人
で
木
製
品

を
作
っ
て
い
る
高
知
市
在
住
の
手

島
さ
ん
な
ど
多
く
の
方
々
に
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
森
林
管
理
局
一
階

 

「
木
づ
か
い
推
進
月
間
・
木
の
良
さ
Ｐ
Ｒ
展
」

の
「
森
林
ふ
れ
あ
い
館
」
に
お
い
て
、

一
〇
月
一
三
日(

火)

か
ら
二
五
日

(

日)

ま
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、

・ 

四
国
森
林
管
理
局
の
公
共
工
事
等

に
お
け
る
木
材
利
用
取
組
事
例

・ 

間
伐
材
を
利
用
し
た
コ
ピ
ー
用
紙

「
木
に
な
る
紙
」
の
Ｐ
Ｒ

・ 

木
製
品
（
日
常
生
活
用
品
・
木
の

お
も
ち
ゃ
）
の
展
示

を
行
い
、
間
伐
材
を
は
じ
め
と
す
る

国
産
材
利
用
拡
大
に
向
け
た
積
極

的
な
Ｐ
Ｒ
に
努
め
、
期
間
中
に
は
テ

レ
ビ
局
や
、
新
聞
社
の
取
材
を
受
け

る
な
ど
、
多
く
の
方
々
に
ご
来
場
を

頂
き
ま
し
た
。

 

「
緑
の
島
四
国
の
森
林
共
生
を
考
え
る
」

　
　
　
　
　
　
　

車
座
サ
ミ
ッ
ト
in
梼
原
の
開
催

〈
企
画
調
整
室
〉

　

一
〇
月
二
六
日
に
高
知
県
梼
原

町
の
ゆ
す
は
ら
・
夢
・
未
来
館
に
お

い
て
、「
緑
の
島
四
国
の
森
林
共
生

を
考
え
る
」
車
座
サ
ミ
ッ
ト
in
梼
原

が
、
四
国
森
林
管
理
局
、
四
国
経
済

産
業
局
、
高
知
県
、
梼
原
町
な
ど
の

共
催
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

サ
ミ
ッ
ト
に
は
、
林
業
関
係
者
、

建
設
業
者
、
地
方
自
治
体
職
員
、
地

元
企
業
の
方
等
、
約
一
六
〇
名
が
参

加
し
、
豊
富
な
四
国
の
森
林
資
源
を

有
効
活
用
し
、
雇
用
創
出
と
地
域
活

性
化
に
繋
げ
る
た
め
に
、
地
域
が
連

携
し
て
林
業
再
生
に
取
り
組
む
こ
と

等
に
つ
い
て
、
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　

第
一
部
で
は
、
慶
應
義
塾
大
学
理

工
学
部
の
米
田
雅
子
教
授
に
よ
り

「
林
業
再
生
と
産
業
創
生
」
と
題
し

た
基
調
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
講

演
で
は
、
森
林
・
林
業
の
現
状
に
触

れ
、
産
業
と
し
て
は
厳
し
い
状
況
に

あ
る
が
森
林
資
源
は
充
実
し
つ
つ
あ

り
、
林
業
再
生
に
向
け
て
は
作
業
道

の
拡
充
や
施
業
集
約
化
が
重
要
で
あ

る
こ
と
に
つ
い
て
説
明
が
な
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
作
業
道
等
を
作
る
際

に
林
業
と
建
設
業
が
連
携
し
て
取
り

組
む
「
林
建
協
働
」
や
、
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
等
に
つ

い
て
の
提
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
第
二
部
の
車
座
討
論

「
緑
の
島
四
国
の
森
林
共
生
を
考
え

る
」
で
は
、
①
梅
原
デ
ザ
イ
ン
事
務

所
の
梅
原
真
氏
、
②
森
昭
木
材
の
田

岡
秀
昭
代
表
取
締
役
③
徳
島
県
上

勝
町
の
笠
松
和
市
町
長
④
愛
媛
県

農
林
水
産
研
究
所
の
森
信
光
夫
林

業
研
究
セ
ン
タ
ー
長
⑤
高
知
県
梼

原
町
の
中
越
武
義
町
長
⑥
高
知
県
知

事
の
尾
崎
正
直
知
事
の
六
名
か
ら
森

林
・
林
業
の
情
勢
や
具
体
的
な
取
組

に
つ
い
て
紹
介
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

①
梅
原
氏
か
ら
は
、
高
知
県
の

森
林
率
八
四
パ
ー
セ
ン
ト
を
モ

チ
ー
フ
に
し
た
「
は
ち
よ
ん
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
②
田
岡
代
表
取
締
役

か
ら
は
、
山
側
が
森
林
を
積
極
的

に
ア
ピ
ー
ル
し
、
町
側
の
人
に
森

林
に
来
て
も
ら
う
取
組
③
笠
松
町

長
か
ら
は
、
上
勝
町
の
健
康
を
テ
ー

マ
と
し
た
木
材
利
用
の
推
進
④
森

信
林
業
研
究
セ
ン
タ
ー
長
か
ら
は
、

Ｇ
Ｉ
Ｓ
を
用
い
た
森
林
資
源
の
管
理

⑤
中
越
町
長
か
ら
は
、
環
境
モ
デ
ル

都
市
梼
原
の
Ｆ
Ｓ
Ｃ
認
証
や
ペ
レ
ッ

ト
工
場
と
い
っ
た
林
業
・
木
材
産
業

に
関
連
し
た
先
進
的
取
組
⑥
尾
崎
県

知
事
か
ら
は
、
高
知
県
の
推
進
す
る

産
業
振
興
計
画
に
お
け
る
施
業
集
約

化
や
県
産
材
の
利
用
に
つ
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
具
体
的
な
事
例
を
盛
り
込
み

基調講演
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な
が
ら
説
明
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
い
て
の
意
見
交
換
で
は
、

学
生
か
ら
、
都
会
の
人
に
森
林
の
魅

力
を
感
じ
て
貰
う
方
法
に
つ
い
て

の
質
問
や
、
企
業
の
方
か
ら
、
未
利

用
資
源
の
利
用
に
つ
い
て
様
々
な

関
係
者
と
連
携
し
て
取
り
組
み
た

い
と
い
っ
た
提
案
が
出
さ
れ
る
等
、

活
発
な
意
見
の
や
り
と
り
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
四
国
の
森
林
資
源
を
循

環
利
用
し
、
林
業
の
再
生
と
森
林
環

境
の
保
全
に
繋
げ
て
い
く
た
め
に
、

林
業
関
係
団
体
、
産
業
界
、
行
政
等

の
関
係
者
が
連
携
し
、
多
様
で
健
全

な
森
林
整
備
の
推
進
や
森
林
資
源

を
活
か
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
等
に
取
り

組
む
こ
と
を
旨
と
し
た
サ
ミ
ッ
ト

宣
言
を
採
択
し
ま
し
た
。

　

九
月
八
日
、
香
川
県
高
松
市
に
お

い
て
林
野
庁
、
四
国
各
県
の
林
務
担

当
部
局
、(

独)

森
林
総
合
研
究
所

四
国
支
所
、
同
林
木
育
種
セ
ン
タ
ー

関
西
育
種
場
、
同
森
林
農
地
整
備
セ

ン
タ
ー
中
国
四
国
整
備
局
参
加
の

も
と
、
第
三
五
回
四
国
林
政
連
絡
協

議
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
会
長
の
篠
田
局

長
か
ら
「
こ
の
協
議
会
は
、
関
係
機

関
が
一
堂
に
会
し
、
森
林
・
林
業
の

諸
課
題
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行

い
、
共
通
認
識
を
持
つ
大
変
重
要
な

場
で
あ
る
。
林
業
を
取
り
巻
く
環
境

の
変
化
の
激
し
い
時
代
で
は
あ
る

が
、
山
村
を
元
気
に
す
る
と
い
う
共

通
認
識
の
も
と
、
協
議
会
に
参
加
さ

れ
て
い
る
皆
様
と
と
も
に
取
り
組

ん
で
参
り
た
い
。」
と
挨
拶
が
あ
り

ま
し
た
。

　

次
に
開
催
県
で
あ
る
香
川
県
瀧

本
環
境
森
林
部
長
か
ら
「
今
年
も
早

明
浦
ダ
ム
の
渇
水
や
台
風
に
よ
る

土
砂
災
害
が
発
生
し
た
が
、
こ
れ
ら

を
防
止
す
る
た
め
水
源
か
ん
養
の

た
め
の
森
林
整
備
や
治
山
事
業
の

実
施
が
重
要
で
あ
る
。
各
機
関
に
お

か
れ
て
は
、
協
議
会
の
場
を
利
用
し

て
忌
憚
の
な
い
意
見
交
換
が
で
き

れ
ば
と
考
え
て
い
る
。」
と
挨
拶
が

あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
「
四
国
山
の
日
賞
」
選

定
団
体
の
報
告
・
審
議
、
林
野
庁

計
画
課
小
島
首
席
森
林
計
画
官
か

ら
林
野
庁
の
重
点
施
策
に
つ
い
て

の
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
各
機
関
か
ら
話
題
提
供
が
行

わ
れ
、
平
成
二
一
年
度
補
正
予
算

に
関
連
し
た
新
規
施
策
の
取
組
状

況
や
、
森
林
吸
収
量
取
引
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
、
林
業
と
建
設
業
と
の
連
携

等
の
森
林
・
林
業
を
取
り
巻
く
新

た
な
動
向
に
つ
い
て
意
見
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

 

四
国
林
政
連
絡
協
議
会
を
開
催

〈
企
画
調
整
室
〉

第 35 回林政連絡協議会

　

秋
の
緑
の
街
頭
募
金

鳶
ヶ
池
中
学
校
の
う
れ
し
い
協
力〈

指
導
普
及
課
〉

　

（
社
）
高
知
県
森
と
緑
の
会
主
催

に
よ
る
「
秋
の
緑
の
街
頭
募
金
」
が
、

一
〇
月
一
〇
日
、
高
知
市
中
央
公

園
を
中
心
に
商
店
街
（
帯
屋
町
筋
）

周
辺
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

出
発
式
の
後
、
篠
田
局
長
、
計

画
部
長
を
初
め
街
頭
募
金
協
力
者

約
五
〇
名
が
参
加
し
、
道
行
く
人

に
募
金
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
今

回
の
街
頭
募
金
で
は
、
平
成
二
一

年
度
に
緑
の
募
金
公
募
事
業
を
活

用
し
て
い
る
「
鳶
ヶ
池
中
学
校
Ｐ

Ｔ
Ａ
」
か
ら
街
頭
募
金
で
協
力
し

た
い
と
中
学
生
七
名
が
参
加
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
台
風
一
過
の
秋
晴
れ

に
恵
ま
れ
、
子
供
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
た
く
さ
ん
の
善
意
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　

「
緑
の
募
金
」
は
、
ふ
せ
ご
う

地
球
温
暖
化
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
実

施
さ
れ
、
国
内
ま
た
は
海
外
で
行

う
森
林
整
備
及
び
緑
化
推
進
の
活

動
な
ど
の
支
援
に
活
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

車座討論

募金の様子（鳶ヶ池中）

募金の様子
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秋
期
緑
の
募
金
期
間
は
、
九
月

一
日
か
ら
十
月
三
一
日
ま
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
二
一
年
度
か
ら
、
嶺れ

い
ほ
く北

森

林
管
理
署
管
内
の
「
工
石
山
地
域
」

及
び
香
川
森
林
管
理
事
務
所
管
内

の
「
飯
野
山
地
域
」
を
対
象
と
し

て
実
施
し
て
い
る
「
森
林
・
林
業

体
験
交
流
促
進
対
策
調
査
」
の
中

間
報
告
検
討
会
を
、
工
石
山
地
域

に
つ
い
て
は
、
一
〇
月
二
三
日
に

高
知
市
工
石
山
青
少
年
の
家
に
お

い
て
、
飯
野
山
地
域
に
つ
い
て
は
、

一
〇
月
二
八
日
に
丸
亀
市
野
外
活

動
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催
し
ま

し
た
。

　

こ
の
調
査
は
、
比
較
的
都
市
部

に
近
く
、
体
験
活
動
の
場
と
し
て

ふ
さ
わ
し
い
両
地
域
に
お
い
て
、

安
全
で
効
率
的
な
学
習
体
験
活
動

を
行
う
た
め
の
全
体
構
想
、
学
習
・

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
の
作
成
、
取
り

ま
と
め
を
行
う
も
の
で
す
。
そ
の

取
り
ま
と
め
に
当
た
っ
て
は
、
有

識
者
や
教
育
関
係
者
、
地
域
の
活

動
団
体
等
の
方
を
メ
ン
バ
ー
と
す

る
検
討
会
を
開
催
し
、
そ
の
意
見

を
反
映
さ
せ
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。
中
間
報
告
の
内
容
に
つ
い
て
、

委
託
調
査
業
務
の
受
託
者
で
あ
る

（
社
）
全
国
森
林
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
協
会
か
ら
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

「
工
石
山
地
域
」
の
検
討
会
で
は
、

「
利
用
を
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、

工
石
山
の
特
徴
（
美
し
い
花
や
鉱

山
跡
の
存
在
、
太
平
洋
ま
で
注
ぐ

鏡
川
の
水
源
な
ど
）
を
活
か
し
た

コ
ン
セ
プ
ト
を
持
た
せ
る
こ
と
が

必
要
」
、
「
障
害
者
の
方
も
登
山
に

来
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
そ
れ
に
対
応
し
た
プ
ロ
グ

「
工く
い
し
や
ま

石
山
」、「
飯い
い
の
や
ま

野
山
」
で
「
森
林
・
林
業
体
験

交
流
促
進
対
策
調
査
」
の
中
間
報
告
検
討
会
を
開
催

〈
指
導
普
及
課
〉

ラ
ム
も
作
成
す
べ
き
」
、
「
単
に
森

林
学
習
だ
け
で
終
え
る
の
で
は
な

く
、
地
域
の
小
学
校
等
と
交
流
す

る
こ
と
も
大
事
」
な
ど
と
い
っ
た

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
「
飯
野
山
地
域
」
の
検
討

会
で
は
、
「
現
状
で
は
、
健
康
管
理

を
目
的
と
し
た
六
〇
歳
以
上
の
方

の
利
用
が
多
い
こ
と
か
ら
、
そ
の

方
た
ち
と
小
学
生
等
の
た
め
の
利

用
を
区
別
し
、
ハ
ー
ド
面
・
ソ
フ

ト
面
の
整
備
を
す
る
必
要
」
、
「
利

用
を
進
め
て
い
く
た
め
に
掲
示
板

を
設
置
し
、
タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報

を
発
信
す
る
と
と
も
に
、
掲
示
板

を
通
し
て
小
学
生
等
の
交
流
が
図

ら
れ
る
よ
う
、
書
き
込
む
こ
と
が

で
き
る
な
ど
の
工
夫
が
必
要
」
、「
小

学
生
等
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
で
あ
れ
ば

ト
イ
レ
の
設
置
は
必
要
で
あ
り
、

ま
た
、
救
急
安
全
体
制
の
整
備
も

重
要
」
な
ど
と
い
っ
た
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
「
工
石
山
地
域
」
及

び
「
飯
野
山
地
域
」
共
通
し
て
、

「
海
に
近
い
こ
と
が
特
徴
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
山
・
里
・
海
の
つ
な

が
り
と
い
う
広
い
視
点
で
、
農

業
・
漁
業
等
と
も
連
携
し
た
取

組
が
必
要
」
、
「
副
読
本
の
作
成

が
提
案
さ
れ
て
い
る
が
、
わ
か
り

や
す
い
内
容
及
び
分
量
に
す
る
必

要
」
、
「
学
習
資
機
材
の
整
備
に
当

た
っ
て
は
、
現
在
・
過
去
の
道
具

の
歴
史
、
使
い
方
か
ら
後
片
付
け

ま
で
を
含
め
た
教
育
の
視
点
が
必

要
」
と
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
出
さ
れ
た
意
見
に
つ
い
て

は
、
一
二
月
に
行
う
予
定
と
し
て

い
る
最
終
報
告
検
討
会
で
検
討
し

て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

工石山地域の検討会の様子

飯野山地域の検討会の様子

募金の様子（鳶ヶ池中）
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森
を
守
る
舫も

や

い
と
な
っ
て

　

フ
ォ
レ
ス
タ
ー
ズ
か
が
わ

理
事　

増
田　

孝
夫

http://shinrin.ashita-sanuki.jp/

　

「
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
ズ
か
が
わ
」
は

フ
ォ
レ
ス
タ
ー
ズ
ス
ク
ー
ル
の
履

修
生
の
有
志
で
二
〇
〇
五
年
に
結

成
さ
れ
た
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

で
す
。
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
ズ
ス
ク
ー
ル

で
得
た
知
見
を
生
か
し
な
が
ら
、
香

川
の
環
境
保
全
や
森
づ
く
り
に
貢
献

す
る
こ
と
を
目
的
に
活
動
し
て
い
ま

す
。「
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
」
と
は
本
来

「
森
林
管
理
官
」
を
意
味
し
ま
す
が
、

こ
こ
で
は
私
た
ち
「
か
が
わ
フ
ォ
レ

ス
タ
ー
」
が
集
ま
っ
た
と
い
う
意
味

で
の
複
数
形
の
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
ズ
に

「
森
の
仲
間
た
ち
」
と
い
う
意
味
を

込
め
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
仲

間
た
ち
が
増
え
て
い
く
こ
と
、
私
た

ち
一
人
ひ
と
り
の
市
民
が
森
林
保
全

の
た
め
に
繋
が
っ
て
い
く
こ
と
、
す

な
わ
ち
森
を
守
る
人
々
の
「
舫も

や

い
」

と
な
っ
て
地
域
の
自
然
環
境
の
保
全

に
貢
献
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
県
下
二
ヵ
所
に
森
づ
く
り

活
動
の
フ
ィ
ー
ル
ド
が
あ
り
、
一

つ
は
ま
ん
の
う
町
に
あ
る
人
工
林

（
県
有
林
約
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
エ
リ

ア
）
で
森
林
の
手
入
を
し
て
い
ま

す
。
Ⅴ
齢
級
の
ヒ
ノ
キ
林
で
主
に

除
間
伐
な
ど
の
作
業
で
す
。
も
う

一
つ
は
三
木
町
内
の
ヒ
ノ
キ
と
ス

ギ
Ⅵ
齢
級
前
後
の
人
工
林
（
民
有

林
約
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
エ
リ
ア
）
で

す
。
こ
こ
で
は
間
伐
が
主
な
作
業
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
私
た
ち
は
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
を
ベ
ー
ス
に
、
森
林
環
境

教
育
活
動
分
野
に
も
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

二
〇
〇
七
年
度
よ
り
実
施
し
て

い
る
も
の
に
「
森
林
カ
レ
ッ
ジ
」
が

あ
り
、
こ
れ
は
通
算
一
〇
回
を
数

え
ま
す
。
座
学
あ
り
、
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
あ
り
で
、
内
容
は
時
の

話
題
性
を
取
り
入
れ
た
ユ
ニ
ー
ク

な
も
の
で
、
毎
回
多
く
の
方
に
ご

参
加
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、

家
族
で
参
加
す
る
「
交
流
の
森
」
は

森
林
の
中
で
行
う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
で
す
。
参
加
者
に
間
伐
な
ど
の
森

づ
く
り
体
験
を
し
て
も
ら
い
、
伐
っ

た
木
を
使
っ
て
何
か
を
作
ろ
う
と

い
う
も
の
で
、
二
〇
〇
八
年
に
実

施
し
た
「
交
流
の
森
in
こ
と
な
み
」

は
、
会
の
活
動
の
今
後
に
つ
な
が

る
も
の
で
し
た
。

　

そ
し
て
、「
い
ろ
り
工
房
」
と
の

協
働
で
は
県
下
小
学
校
か
ら
の
依

頼
に
よ
る
出
前
授
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
は
身
近
に
あ
る
自
然
素
材
を

使
っ
て
何
か
作
っ
て
み
よ
う
と
い
う

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
す
。
そ
の
中
か

ら
子
供
達
は
自
然
に
対
す
る
想
い
を

養
い
、
モ
ノ
を
つ
く
る
こ
と
の
楽
し

さ
を
学
ん
で
い
ま
す
。
竹
ぼ
う
き
、

布
ぞ
う
り
、
木
の
枝
を
使
っ
た
小
物

な
ど
、
子
供
達
は
素
朴
な
工
作
に
熱

中
し
ま
す
。
さ
ら
に
福
祉
施
設
で
は

夏
の
イ
ベ
ン
ト
（
流
し
そ
う
め
ん
）

の
竹
を
使
っ
た
会
場
設
営
な
ど
の
協

力
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
森
林
づ
く
り
を
中

心
に
、
会
員
の
も
つ
ス
キ
ル
を
生

か
し
て
関
連
分
野
へ
も
活
動
を
広

げ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
住
む
讃

岐
平
野
は
、
お
む
す
び
形
の
山
々
が

瀬
戸
の
島
々
と
つ
な
が
り
美
し
い

風
景
を
つ
く
り
ま
す
。
県
土
は
四
国

全
体
の
一
割
、
森
林
面
積
に
お
い

て
は
そ
れ
の
一
割
に
も
及
び
ま
せ

ん
が
、
山
に
は
二
．
七
万
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
人
工
林
と
五
．
五
万
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
自
然
林
が
あ
り
ま
す
。
阿
讃

山
脈
を
背
に
い
た
だ
き
、
雨
が
少

な
い
瀬
戸
内
気
候
は
ヒ
ノ
キ
の
植

生
に
向
い
て
い
る
と
言
わ
れ
ま
す
。

私
た
ち
は
こ
の
里
地
の
風
景
を
守

り
、
山
々
を
次
の
世
代
へ
つ
な
い

で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

注
）
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
ズ
ス
ク
ー

ル
：
県
民
参
加
の
森
林
づ
く
り
活

動
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
り
、
森
林
環

境
教
育
や
体
験
学
習
の
支
援
者
と

な
る
「
か
が
わ
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
」

を
養
成
す
る
た
め
に
、
香
川
県
で

は
二
〇
〇
二
年
度
か
ら
フ
ォ
レ
ス

タ
ー
ズ
ス
ク
ー
ル
を
開
講
し
て
い

ま
す
。

　

「
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
ズ
か
が
わ
」

は
、
平
成
二
〇
年
度
「
四
国
山
の

日
賞
」（
森
林
環
境
教
育
活
動
の

推
進
部
門
）
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

記念植樹

フォレスターズのメンバー

間伐体験




